
【会長賞（最優秀賞）】若葉台自治会

【市長賞】村木自治会

【議長賞】清水ケ丘自治会

【優秀賞】明智自治会 【優秀賞】今渡台自治会 【優秀賞】長坂自治会

参加した団体の皆さん、お疲れ様でした。今年は特に豪雨と猛暑が続き、水や

り一つにも細心の注意を払われたと思います。どうかお体に気をつけて花壇を

育ててください。花も皆さんの世話を待っています。

参加希望団体は毎年末に募集中です。

会長賞になった若葉台は 7年目にして初の栄冠に輝きました。花壇は一朝一

夕にはできるものではありません。また、この通信もスタートしたばかりです。こ

れからも長く続けていきたいと思います。

花壇コンクールは、春の花いっぱい運動に合わせて、地元団体が 4色 480 株の花苗を植え、花壇の素晴らしさを競うものです。

第 27 回を迎えた今年は 7月 10 日に 22団体の花壇を審査しました。結果、見事受賞された花壇をご紹介します。

（以下、 ◎花壇のテーマ、○苦労・工夫されたこと）

◎元気で 明るく楽しい 若葉台

○株間を 30ｃｍにし、1 株 1 株を充実させた

・花壇中央に手入れが容易になる動線をつくった

・植付後 20日ごろ生育の不調に気付き、山砂を培養土

に入れ替え、肥料を加えた

・光寿会（老人会）が指導し、西可児中ボランティア 11 名

が主体となり植付作業を行った

・光寿会が当番編成し、水やり・花ガラ摘み・除草・施肥

を行った

◎地域の絆「きれい」の声に花もよろこぶ村木の花壇

○「花の育て方講座」の苗植え・花壇管理を参考にした

・花壇に設置した紐の間隔を目安に均一に植え、ＩＢ

化成肥料をまいた

・朝夕の水やり・草とりは一週間交代で各町内で行った

・一週目にメランポジウムの食害があった。深夜見回り

をしカタツムリ・ナメクジ対策をした

・育ちが悪い株は、植え替えた

・今後は小中学生にも水やりや草抜きの協力を求める

花壇コンクールの結果を発表

◎和（輪）に参加し、手でつなごう！（恒久テーマ「和」）

○老人クラブ（よつば会）から花壇管理を移行して２年目

・若い力を導入

・「花の育て方講座」から土作りが最も大事ときく

・堆肥をすきこみ、細かくほぐす

・自治会員約 30 名の参加・左右対称形のデザインとした

・ブルーサルビアで窓をイメージ・散水ホースを 4本設置

・病気予防・雨天の泥はね防止にバーク堆肥を敷く

・水、固形肥料、液肥を計画的に散布

・枯れた花ガラ摘みを継続して実施


